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■大地震や強風等による、引抜き抵抗、転倒防止対策。

平沼無線鉄塔建設工事
鉄塔の転倒防止アンカー

8
施工事例

9

全面ガラス張り、高さ41mの浮遊感を楽しめます。
余部橋梁下には芝生張りの自由広場や「道の駅
あまるベ」があり、一大人気スポットになっていま
す。このエレベーター塔「余部クリスタルタワー」
に打設した鉛直地盤アンカーは12本で、地震時の
転倒を防止します。

■余部鉄橋「空の駅」に
　展望エレベーターを新設。

余部クリスタルタワー新設工事
後付けエレベーターの転倒防止アンカー

7
施工事例

立面図転倒防止 アンカー施工
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転倒防止余部鉄橋「空の駅」全景 立面図

神の湯浴室にて、既存壁の内側に鉄筋コンク
リート造の壁と基礎を新しく設置して互いに緊
結します。そして、鉛直地盤アンカーを打設し基
礎と地盤に繋ぐことで、地震による建物の倒壊

を防ぐことが可能になります。打設したアンカー
は8本。アンカー全長13.0ｍ～14.5ｍ。全素線
二重防錆ＰＣ鋼より線「D u c s tアンボンド
（Duc-U2）」（15.2mm×9本）。

■地震による建物の倒壊を防ぐため鉛直地盤アンカーを採用。

重要文化財道後温泉本館神の湯本館ほか3棟保存修理その他工事
重要文化財の保存に倒壊防止（転倒防止）アンカー9

施工事例

太平洋に面した三重県志摩
市大王町畔名地区に、海岸
から約100ｍの位置に津波
避難タワーが完成しました。
高さ10ｍ、最上部の広さは
50平方ｍ。大勢の命を守る
津波避難タワーの流出防止と
して鉛直地盤アンカーが採用さ
れました。打設したアンカー
は8本。アンカー全長31.0ｍ。
全素線二重防錆PC鋼より線
「Ducstアンボンド（Duc-U1）」
（15.2mm×6本）。

■地震時の津波による建物の流出を防ぐため鉛直地盤アンカーを採用。

畔名地区津波避難施設新築工事
津波避難タワーの流出防止（転倒防止）アンカー

10
施工事例

鉛直地盤アンカー

基礎梁

ラップルコンクリート

杭

地盤アンカー

基礎梁

ラップルコンクリート


